
    

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルコール感受性遺伝子検査は、ただ単にお酒が強い（飲める）・弱い（飲めない）を調べる

だけの検査ではありません。「遺伝子的にどんな体質なのか？」「飲酒によって、将来健康にどん

な影響がでやすいのか？」を分析します。早期にご自身の「遺伝子体質」を知り、「適量飲酒」

をこころがけることで、「飲酒による健康障害のリスクを回避」することが大切です。 

体内に取り込まれたアルコールは、まずアルコー

ル脱水素酵素（ADH1B）によりアセトアルデヒドに分

解され、 次いで アセトアルデヒ ド脱水素 酵素

（ALDH2）によって酢酸、最終的に水と二酸化炭素

になって体外へ排出される仕組みになっています。

これら酵素の働きの強弱は遺伝子のタイプに左右

され、酒に強いか弱いかを決めています。 

ADH1B の働きが弱い人は、アルコールを分解す

るのが遅いためアルコールが体に残りやすく、アル 
 

コール依存症になりやすいです。また ALDH2 の働

きが弱い人はアセトアルデヒドの分解が遅く、飲酒

で顔が赤くなり、動悸が早くなったり、気持ちが悪く

なり、二日酔いを起こしやすいです。 

 

渓仁会円山クリニック     顧客管理課 ☎ 011-611-7766 
札幌市中央区大通２６丁目３番１６号 

【申込み・お問合せ】 

 

 

 

 

エタノール 

アセトアルデヒド 

酢 酸 

二酸化炭素＋水 

アルコール脱水素酵素 

アルデヒド脱水素酵素 

ほろ酔いの原因物質 

頭痛・吐き気の原因物質 

酢酸は血液によって全身

を巡り、筋肉や脂肪細胞

などで水と二酸化炭素に

分解され体外に排出。 

アルコールは循環して脳に到達

し、神経細胞を麻痺させる。その

結果「酔った」状態になる。 
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